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「
，

一解

説

型
．嶋
社
に
モ
内
起
い
ｉ
‐ｌｉｌ
治
六
十
に
沼
刊
守

一
。
Ｊ
町
放
煎
ム
ヽ
下
【

い
抑
車
■
に
門
い
た
法
律
討
ｉ
資
に
十‐，
っ
か
、
１
”
Ｌ
十
■

一
月
に
■
セ

岬
卜鳴
社
Ｌ
名
↓
け
、

ｔ
川
崎
に
減
討
よ
を
性
す
に
王

‐
た
！
拘
川
工
十
枚

名
に
十
ギ
・な
か
っ
た
と
よ
ヽ
十

一
■
ま
で
に
は
■
■
す
る
千
市
！ｉｌ
を
押
え
、

福
嶋
、

群
れ
、
一＝
浜
に
支
社
か
お
か
れ
、

性
杯
ｔ
誇

‐
た
．

と
こ
ろ
いか
、　

十
二
十
■
月
キ
‐日
■
‐‐
”
一ド
■
ｔ
よ
一沌
一
一■
い一令
か
一―――
■
れ
、

巾牲

哨
＝
に
一
人
向
いい
を
キ

…
こ

た
，

十
な
わ
ち
、

市
●
■
止
冷
は
、

■
■

が
公

十
■
市
ｆ
ｋ
献
ｌｒ
ち

「
こ
と
，十
五
一止
し
た

‐！
い
て
■

「
た
■
ら
、

ｉ
■
，

三
分
の

一
Ｈ

工
打
有
■
で
あ
る
喋
嶋
社
に
と
代
を
も
か
ら
■
ざ
ろ
を
え
な

か
「
た
。
↓て
こ
■
消
柵
は
竹
碑
人
に
呼
び
あ
げ
イ」
一
（
一■
‐
交
！
モ

「
会

ロ
脚

立正
ウt ′i

l工i可

:f夕赴

愚

（
一ヽ
〕

し
て
憲
ま
を
制
定
し
、　
こ
の
憲
法
に
と
い
イ
市
内会
■′
≡問
け
ナ
千
一張
ｒ
ｉた
．

↑
い
――――
守

一
足
ユ

タ
丈
下
ノ
使
件
，
Ｈ
生
！
十
問
■
７
１１ｉ１１
忙
―
―

下
，

ラ
ギ
‐一
川
汁
噂

・
１・
・
２７
】
∴
口”■
か

「
Ｈ
二
柿
，
十′
千
‐し
た
０
■
一
日
■
一

開
設
い
川
十
で
に
せ
ま
う
、

い
か
な
る
門
去
十
門
設
十
る
か
が
出
七
と
～

っ
た
Ｌ
判
―――ｌｉ
し
た
か
―ぅ
モ
ち
り
、

口
川
が
民
＝
■
↓
！―ｌｉ
ｎ
■
ｉ‐ｌｉ
＝
工
会
社

を
ｉ
■
し
た
い
■
、

民
■
■
■
●
舟
出
に
対
処
―
イ
≡止
府

一
付
塙
十
一■

二

十
れ
に
■
く
‐‐１
■
＝
戒
で
十
一小

オ
、世

■
・，‐、
け
る
，
上
を
恐
れ
十
■

■
て
ト

っ
た
，
こ
い
Ｌ

ｉｆぅ
千
．＝
汁
、

同
■
川
成
田
脱
市
河
・市
を
ｒ！
れ
，
ｆ
■
下
ｋ

林
か

「
ｔ
Ｈ
“
詰
」
に

一
隅
，十

性
を
ｉ
Ｌ
し
た
一ｔ代
■
止
市
■
■
■

ｉ‐――
■

十
七
年
二
月
に
な

「
一
■
声
し
、

足

ｈ
献
＝
輸
」
Ｌ
十
１……ｒｉｆ

、
■
ｉ
い
よ

・ｒ
じ
ウ
刊
行
卜
千
王
●

ヤ
れ
】北
一し
た
の
が
Ｗ
～
に
有
く
れ
て
＋
■
下
一
■
月
一

の
こ
と
で
お
り
、

河
■
州
成
同
一鼎
ユ
村
＝

・１１
し
て
い
↑
ど

‐
…―
，
す
・・門
世

十
よ
よ
か
十
一門
旭
に
し
始
い
た
的
は
、
ど
ら
に
十
く
れ
て
十
三
年
十

一
月

の
大
田
■
川
生
対
成
市
■
ム
■
で
あ
っ
た
。
問
よ
川
成
問
甲
に
■
う
し
ん

‐―――
旭
十
一批

旭
し
た
”
は
、

同
■
に
―――
＝
し
て
い
た
い
嶋
社
門

神
刈
■
，市

で

ぁ
っ
た
こ

十！一一よ
、

内
藤
正
中
氏
【
析
摘
■
れ
た
Ｌ
こ
ろ
〓

れ
る
市
十
う
し

た
と
こ
ら
に
も
、

理
鳴
―…１‥
か
民
性
工
勁
に
来
し
た
世
刊
が
，
出
■
，
ら
で

一”
一っ
ぅ
。

明
治
十
円
十
政
と
に
お
け
る

「毎
日
」
の
仕
判
！、
見
上
十
二
七
■
で
≡

な
い
，

北
――‐Ｆ
た
問
打
位
打
有
―ｌヶ↑
い
帖
に
向
た
な
価
払
下
十
ユ
拝
し
、

攻
咋

内
１１
大
を
≡

Ｐ
た
つ
■
、

十
円
■
七
―ｌｌ
ｉｔ
十
六
Ｈ
涅
呼
日
に
■
乱

「＝
「
文

ち
市

よ
ノ
近
よ
」
十
一ち

一
た
。
し
か
し
一
■
一
付
■
ｔ

に
十
い
「
↓
―ｌｉ！‥
日
」

は
間
桁
使
上
■
共
Ｈ
汁
に
ヽ
卜
嶋
「
Ｈ
ち
市
よ
Ｌ
内
浩
合
を
ユ
ャ
　
ブ
ｆ

る
Ｈ
前
に
、

十
問
年
に
ｆ
ｔ
さ
れ
た
開
折
ｌｒｉ
ｌこ
馬
止
の
方
法
十
日
市
去
を
出

打
視

し
て

い
た
。

す

な
わ
ち
、

十
で
庁上

市
拝
十
五
月
二
十
人
―！―
か

Ｈヽ
ハ
月

一
Ｈ
に

一
け
て
＝
乱

十
北
海
ヽ
岬
，晰
付
一±
■
■

，一
■
、

け
、

問
析
一ｌｉｌ‥
化
細

万
陸
一汁
“

●
■
一
！
一■
ャ
い
こ
と
、

開
ｈ
ｉ■

占
付
■
■
ヤ
Ｌ

…―…！―

■
・
、

民

い
正

上

を
的
ば
ろ
工
上
★
二
十
井
性
し
、

す

た
――――
析
―‐，‐
片

！十ｉ
た
一
い
■
十
七
竹

杵
“
ｋ
■
引
杜
ｔ
よ
う
オ
こ
と
が
■‐，
っ
て
■
十
ら
な

い
ｔ
ｉ
性
Ｌ
た
。

同

十
十
１１

二
十

一
口

に
■
■
卜乱

一
円
「
Ｗ
，

高
……
」
■
打
け
て
、

Ｈ
市
よ

■

此
府
ｒ
ｆ
一
百
万
円
仕
八
十
村
収
し
た
こ

七
十
一汁
畔
卜
，
た
し
し

，、■
一

「

ギヽ
．

「
“
日
‐
卜
■
一「］，
払
下
ｔ
ｉよ
に
「
―、
Ｌ
ｉ
ト
ル
年
一Ｆ
し
て
■
ギ

中
門
火

十

一
‐――‐
ャ
！　

ユ
一

い

」
一

ヤ
「

一
ぶ
ｒ
」
「
　

・た

！
　

Ｉ
Ｉ
一

か

‐
キ
■

一
心
・
，

ｆ

／
ｔた

材
ｒ
し

い

い

】Ｕ

、
　

一
一
＝

‐ｉ
”
“
・

卜か

‐――Ｉ

Ｈ

卍

に

し

一
′一
巾

い
」
卜
‐ｉ

一
―Ｉ

Ｌ
＝

小

下

占

市

ｎ
ｉ
七

一
は

一

一
け

で

古
ｒ
■

イ
、

　

Ｌ

十
九

い
，
‐，

明

い
い

，ｌｉ
Ｉ

「
に
，
一市
■

■
キ

■

し
た

よ
う

・―…
ｒ
，■

ｉ
明

！ヽ―＞
■

在

一
般

な

！ヽ，
ず

に
一■
府
↓
「“

十
…上

十
千
・十い

る
い丁
杵
市

人
”
■
一
■

一
＝
」
で
あ

っ
工
一
ｔｉ‐
ｔ
ｈ

る
。

し

た
十

一．
≡Ｌ
攻
半

「
焦
点

＝
用
拓

■

”
■

れ

と
日

尚
ぱ

ち

高
よ

内
北

れ

た
市
性

い
よ
」百
に
お

い
れ

た
、

こ
れ

に
対

し

すＬ

「
耳
“
神

ｌｉｉ‐
「

門

」
は

文
半

”
焦
点

十
庁

派

”
村
！上

此
古

に
向

ド
、

――１４
」怖
‐‐‐！

の
こ
れ

丁
て

い
仁

■

Ｗ

ｉｌｌ
に
，■
心
す

し
よ
■
‐‐
■
．一円

で
な
く

、
向
十ｈ
Ｔ
一―チ
ｒｉ

向
十
一
に
た

い
，
■
‐ｆ
十
じ

算住
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■
と
ヽ
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ノ
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ダと 夕(

こ
う

し

て
腋
少
一が
起

る

わ
け

だ

が
、
「
毎

日
」

は

こ
れ
十

ど
う
汗

価

‐
）

た

か
，

は
変

は

「
行

日
」

か
恐

れ

た
官

制
誉

汁
ｉ怖
維

が

は

っ
き

，

☆
定

さ

れ

た

こ
と
を
士
味

す

る

の
だ

が
、
「
余
輩

人

民

ハ
黙

々
ト
シ
テ
ｋ
府

有

‐…‐一

の
経

所

エ
イ

シ
怜
モ

市
外

／
民

ノ
如

キ
思
想

ヲ
慎

ク
可

カ
フ
ガ

一
十
一、

人

民

の
要
求

を
政

府
に

つ
ま

つ
け

る

′ミ
き

こ

十
！一
ヤ
一主

張

し
、

ま

た
日

会
開
士

の
沼

弛

に

「
敵

サ
ラ

エ
燥

急

ブ
争

ヒ
事
夜

ヲ
幅
ジ

円
安

ヲ
十

ス
ル
古
ア
ラ
・

′ミ
円
典

ヲ
以

テ

ス

ペ
シ
」

と
≡，
る

の
を
及

り
あ

げ

、
「
操

急
」

と

は

一
航
一

具
体

的

に
は
ど

の
よ
う
な
行

為

を
指

す

の
か
明

ら

か

に
せ

よ
と
】

水
し

、

沼

的

の
拡
大

併

尺

に

一
ｋ
る
市
附

な
弾

圧
ヤ
Ｒ

止

し
よ
う

と
し

た

の

で
あ

る

合
誰

テ
打
柿

ｋ

ヒ
付
有

竹
払

下
取
消
令

ヲ
詰

ム
」
明
治

１４

・
‐０

・
巧

１
１８

！

用

―‥‐‐
の
ょ
う

に
、

明
治
十

三
年

か
ら
十

八
年

に
か
け

て
、

い製
”「一れ

，
問

様

税

の
打

世

や
増

税

に
よ
る
収

玲

が
波

し
く
な

る
。

そ

の
ｉ

た
ｔ

の
本
汁

れ

ば
次

の
よ
う

で
あ

る
。

|

作
！

月

日

111

税

深
く
御
礼
中
し
上
げ
た

い
。　

　
　
　
　
　
　
曇

市
犯六
四

・
九

≡
二

一
）

註
（
１
〕
石
川
去
次
郎

「
河
問
守

一
」
所
収
午
科
に
よ
る
。

古

Ｈ

次
郎

「
哩
鴨
社
ノ
沿
■
」
合
哩
鴨
■
詰
第

一
号
）
は
明
治
ｔ
，
八
年
の

方
、と

―

二

わ
。
な
い
初
＝
掛

哩
十牌

」
字
取
工＝

猟

一～

下

て

い
呉
性
治
英

「
喋
叫
社
ノ
ー
ト
」
を
史
測
‐猛

８９
４
ゝ
〓
先

（
２
）
喋
性
社
の
名
称
は

「
‐
…≡
経
」
か
ら
Ｌ

っ
た
も
の
ら

し

‐、■

嗣
歓

嶋
椎
花
」
布
五
号
所
収
の
末
広
工
■

「
■
除
ノ
利
益
」
”
中
に

上
●
夜
が
あ
る
。

ズ
お
維
▼
／
向

一
一関
忙
モ
キ
人
亨
感
ゼ
シ
ム
ル
モ
ノ
ｔ
リ
ロ

ク
、

代
レ
木
丁
く
れ
叫
喋

女
出
レ
山
話
叫
↑
一進
一ゑ
”ホ
品
ぃ一候
（嶋

ネ
牟
す
■
充
子
口
旧
二
夜
た
一央
れ
よ
～
在

属̈
別
伊
人
桑
下
オ
求
二

十（
生
十
一」

こ
れ
が

「
喋
嶋
社
」
の
名
称
の
出
来
で
め
ろ
う

か
。
‐

嵯
嶋

雑
詰
」
の
発
行
所
も
ま
た

「
求
友
と
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

（
３
）

「
い傾
市
，
＝
日
打
――１１
」
に
つ
‐、
て
は
、　

――‐【
門
一略
次

「
明
治

下
年
代

前
半
期
に
お
け
る
日
本
４
本
ｉ
技
体
制
の

一
構
想
―
―
士
進
党

成

立
前
史
只
東
京
教
育
大
学
昭
史
会
補

「
百
木
歴
児
論
先
―
―
‐

昭
児
会
三
十
周
年
記
念
論
文
集
―
し

」４
参
照
さ
れ
た
い
Ψ

（
４
）
肥
妖
た
り

「
河
会
論
」
に
つ
い
て
に
、

松
ｔ
十

一
氏

「
地
妖
能

（日幻
　
　
口中
）

一号
数
）

一　〓エハ
キれ
（〕

二
六
九

一

（社
　
　
乱
　
　
純
じ

明
治
十
二
年

改
・題
分
局
ノ
因
山

社
説
一
則

右

の

よ

う

な

収

４

強

化

に

た

い
し

て

　

毎

Ｈ

一
が

い
か

に
徹

底

し

た

反

対

諭

を

再
面

し

た

か

は

、

日

算

を

み

て

い

た

だ

い

た

け

て

も

、

ほ

ど
推

年

１
・ン

て

い

ん

だ

け
女

「一だ

あ

う

≡

十
年
代
後
半

に
は
、

第

一
次

・
行
二
次
京
成
事
丈

が
起

り
、

“

ア
ジ
ア

に
蝶
！よ
か
／ｌｆ
芋
∴
〓

し
ふ
・し

「
行

日
‐・
庁
一武

刀
に
よ
る
事
と

い
仲
”決
反
対
、

明
治
政
府

の
キ
Ｈ
的
．外

女
攻
策
十反
対
、

１・１
持
推
性
、

年
拡
反
対

を

一
貰
―
ン

て
■
昨
一し
た
。

戦
争
反
対

の
一主

張
は
、

年
拡

と
も
た
ヽ
十
渋
争

は
日

ｉ！イて
の

苫

■
■
式
キ
』げ

卜
い
と

っ
て

マ
イ
ナ
ス
で
あ
一り
■

Ｈ
汁
捉
地

い
ｉ
政
は
■
を

し
て
日
十
“

■
■
キ
わ

ネ
熟
を
一代
位
、

的
充

さ
せ
よ
う
と
十
る
と
こ
ら
か

ら
■
ま
れ
た
よ
う

で
あ

っ
声
一が
、

そ

れ
に
Ｌ
・て
ヽ
白

出
党

や
改
十
一生
内
束

洋
試
ｋ
会
派

が
急
■

に
ア
ジ
ア
進
出
計

に
Ｌ
問
し
て
行
く
抑
流

の
な
か
で
、

特

主

な

立
場
万

千
十し
た
。

一
・れ

は
お
そ

ら
く

、
「
毎

日
」
が
年

拡

け
炊

に
よ

っ
て
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的
発

ぼ

を
肌
止

さ
れ

つ

つ
あ
ち

■
求
供

「

ば

を
＝
■
資

ホ

■
托

の
担

い
子

と
す

る
構
〓想

を
堅
持

し

た
声

め
で

れ
る
ｔ
（一哨
】

以
上

述

べ
た
こ
と
か
ら
明
一ら

か
な

土
う

に
、

政

と
党

計
派

の
キ
性

を
無

視

し
て
、

従

■
の
よ
う

に
都
市

市
共

キ

■

と
か
、

貯
府
保

た

め
下

に
岸
！一業

資

ホ

も

‐
ン
く

は
近
代

的
銀

行

資

■
に
昨

化

し

っ
つ
あ

る
大

市
半

古
一■

め
立

場

を
代
弁

す

る
よ
・の
と
丸

定

す

る

こ
た

は

ヽ
二
十
わ

イ
Ｈ

雌

で

イ
‐―，
る
．

け
一近

改

准

覚
研
究

は
林
・茂

、
水

■
秀

夫

、
伊

藤
降

、
松

忙
十

一
、

江

辺
壇

の
計

氏

や
わ
た
く

し

た
ち

に
よ

っ
て
進

め
ら

れ
て
き

た

が
、

ま

た
研

究
す

ド、
よ

問

旭

は
，
く
茂

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
同
録

が

い
く

ら

か
で
ヽ
研

究

の

１１１十ｉ
一辻

に
資

す
る
と

こ
ろ

が

あ

れ
ば
十

で
あ

る
。

な

お
、

ホ

ロ

銀
作

理

に
御
援
助

い
た
だ

い
た
明
治

打
町
椎

詰

文
庫

■
任

西

日
長
寿

先

生

な
ら
び

に
宮

内
片
普

陛
部

田
沼

陸

氏

や
出
納

保

”
方

々
に

小
論
子
―
氏
任
期
に
お
け
る
理
性
仕
系
立
ほ
改
進
党
い
政
治
思
想

―
」
翁
日
本
近
代
史
研
究
」
竹
六
号
）
を
参
孟

さ
れ
た
い
。

（
５
）
な
お
ま
た
、
「
暖
嶋
雑
花
」
第
十

一
［亨
（
明
〔

１３

・
４

●
１
）

「
口
な
縞
戊
ノ
順
序
」
で
青
木
に
は

「
円
＝
一ブ
氾
■
ス
ル
ノ
粧

カ
フ
イ
ス
ル
イ

ハ
独
り
回
求
ブ
土
析

……千
即
チ
食
川
人
民

二
十
ラ

ズ
シ
テ
社
ゆキ

‐
上

（
力
点
原
丈
▼
イ！・
、

人
民
主
柾
而
め
立
場
か
ら

は
法
偶
走
つ
た
い
の
日
民
誰
ム
を
聞
ご
、

■
の
上
て
―‐―
ム
を
門

け
と
主
い
し
た
。

（
Ａ
））

（
７
・）

（
Ｑ
））
出

―――
昭

次

　

立
は

改
社

覚

に

よ
け
る

対

ア
ナ

ア
意
話

上

枚
木

エ

衣

体

制

め
朴

想
」

を

生
た
」
窄
鉢

巻

１
号
）

参
肝
。

・凡

　

加
中

（
１
）

社

説

の
題

名

が
な

い
も

の
は

「
無

旭
」

と
し

、
柿

者

が
内

体

に
よ

り
題

を

つ
け

て
括

孤

に
入
れ

た
。

（
２
）

題

の
下

に

あ
る
括

孤
内

の
数

年

は
継
続

日
数

を
ホ

し
、

そ

の
下

に

あ

る
洪

数
字

は
再
を
示

し
、

ま

た
０

と
あ

る

の
は

　

一
月

に
始

っ
た

社

説

が
二
月

へ
ま

た

が

っ
て
継
枕

し
た

こ
と
を
ホ

し
て

い
る
。

（
月
一　
日↓一

一（〕

一
十　
一

一
〓
［ｆ

一
下
／
・
、

二

ｆ
へ
ｏ
一　
九

・
三
●

▲
Ψ

十

一九
。

一
一
・

て

一
・

王

ハ
・

丁
ｔ

・
二
〇

・

|〒丁轟:!i
| 。

… ` つ~ `  キ 中

|

1 背! t  i l 漕子を質と旨T ! ! |
1 堪ⅢⅢl  1  l i 十1 1 1 i とi

w 17r 」 TI ィ■ 対 ( lr t ‖k  l llJ

Fス ii( ■ (1'し イサに IE‐ !准 イ■ lf
サli lF叱 キ 」村 1権
lk itt Lr り| |【千,[

L    Cつ
t''    十r」
・    lit
ャi「    辛 子

り1    示 日

弔行8 分 行行ザt a 行
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14料

七 工 八 阿 = ● 五 l l H 二十,

′（月

　

日
）石

―一夕( /(工 i llL =_ へ _[ナ く円 二 円六八
一　
一

一
一二

一
二
ハ

ニ

①

二

四

二

七
一
九一四・へ

一
〇 八 ―L ILl十 ~ジ LI

（号
攻
）

二
六
九
四

二
六
九
七

二
七
〇

一

二
七
〇
〓

二
七
〇
円

二
七
〇
七

一
花
Ｌ
〓
０

十
一‐・卜Ｌ
一　
一

一
モ
Ｌ
一
一門

二
‐一七
一
一八

二
占
こ
二

十
一」し
一
一一一一

一　一　
・，一し
一　一十四中

一　一工し
一　一十一一

一
正
堂
丁
モ

ニ

，‐一上
一ズ
Ｕ

一
一一し
一一一
一

一
一一
よ
二
市門

二
一
と
二
に有

二
七
四

一

二
七
四
三

二

七

七

四

二

七

七

七

二

七

七

九

二

十
■
人

一
一

二

七

八

四

二

七

八

五

一　一Ａ（　
一　にハ

―― - 0 0 0 0 C ) 〇 〇 九 九 ツと亨L 九 八 ベ
_ 〔り /＼ ビ ′、 アL に川 ―~ (」 フL ′ヽ  じ 14H ii ノし ノヽ

↑
社
　
　
　
諦
”　
　
　
“赳
）

二

一
。
二
四

。
　
一■

・
一
一六

・
〓
一一年
一①
九

・

Ｔ
Ｏ

ｏ

一
五

・

〓

ｒ

一
人

二

〓

ｉ

〓

一

一
工

・
の

一
・

〒

和

↑
人
巾ヶ
）

内
閣
ノ
分
離

（
３
）
六

・
七

詫
卒
視
局
”
七
日
号
ノ
布
辻

持
元
七
院
拭
官
詰
汁
一

（社
説
な
し
）

日
■
海
延
ノ
危
岐

内
開
ノ
改
革

ハ
呆
シ
テ
国
会
開
没
ブ
千
理
ス

ル
ニ
足
ル
子

（消
阿
守

一
次
説

・
古
頓
次
郎

空
記
）

晩
報
知
打
開

（
３
）
二

一
。
二
三

一問
Ｈ博
ノ
一地
上
「

勿
位
法
律
ん
死
祇

湖
手
′
好

（胆
～
花
減
乱
）
（ケ
）
〓

一

生
会
条
例

天
子
巡
行
ｆ
内

続
思
法
制
邦
■
だ
竹
之
労

支
邦
禍
礼
ノ
ヤ
汁

詫
任
会
条
例

（
３
）
九

・
一
〇

大
坂
ノ
多
事

大
坂
ｉ
四
社
会
議
ノ
禁
止

（社
沌
な
し
）

米
高
会
所
ｋ
ビ
株
式
取
引
い
ノ
近
手

■
月
′Ｋ
Ｈ
ノ
布
告

（
２
）

一
七

荒
報
知
配
者
ノ
解
審
説

（
２
）
一
〇

米
市
会
所
改
正
条
例

（
４
）
二
■
・
二
三

・

工
四

啓
養

（
２
）
二
七

★
廷
食
生
ネ
南
玉
ｔ
拝
十与
式

工
理
公
法
ノ
抽
立

古
知
い
生
ノ
■

］
一ｉ
両
ム

上
下
人
心
ノ
一
致

（
２
）
七

打
間
話
Ｈ
詫
垢
ノ
禁
止

日
活
ノ
近
一挙

性巾一十ム
商
叫
は
Ａム
十は
十川
ノ
一戒
一立
ヲ
削十
ム

旧
ホ
ノ
法
庭

（
２
）

一
九

海
上
保
険

陪
杯
官
フ
世
ク
ノ
利
告

（
２
）
二
人

（′・，Ａ
中す
）明

治
十
二
年

析
年

政
府
官
熊
税
ヲ
廃
ス

キ側
号
ノ
続
キ
Ｔ
▼
，軍
】

口
水
法
庭
ノ
組
立

司
法
卿
ノ
責
任

市
米
智
利
白
探
工
四
ノ
戦
争

（
２
）

一
四

服
近
局
第
八
次
年
丈

件
東
京
村
民

（肥
張
稚
草
）
↑
●

一
三

（社
説
な
し
）

■
ク
天
下
ノ
俊
傑
フ
招
集
シ
テ
同
笹
ブ
制
定

（
Ｈ
「

(つ 七 ラIR五
一　一・ハ

一
一
一　

。
　

　

　

一　

一

一
一
へ

一
一
九

二

一り「

千
一

・

ri r  ブL /(
一 し' /(― ど rtt E二一 ブL t バ孔 ′(フ く Jl 上1■_(」 ブし イ(7‐て と_二 __一

一
三

！
二

／ｋ
■
０ 六 五 四 エ ー 0 八 L 六 ″J 三 二 一 〇 九 八 六 ヨi l  二0 すと 八

一
一」十】工・一（
一

一
キ‐十】十
ｕ
一 工 二 〇 九 L 六

↑
十一ｒ亨
江択
）

一一七
日
四

！一七
日
工

一一十
品
出
ヤ八

二
七
工
０

一
一七
十一
一

一
一
十噂
十一工
二

二
七
五
円

（ケ‐．は
　
　
　
「向　
　
　
】迎
≡

セ
ナ
ル
可
ブ
ズ

一沼
町
十

一
前
一北

・
■
Ｈ
次

郎
十
花
）ヽ

火
災
十丁
防

束
よ
怖
時
府
ム

一２
）
一　
一

束
■
府
権
会

ハ
杵
外
ノ
■
ヲ
社
ス
ル
ニ
丼
ザ

ル
子

（沼
門
ｆ

一
摂
沌

。
■
田
次
郎
■
だ
）

（
２
）
四

一賀
時及

一収
＋
』
（
２
）
八

十■
所
ノ
社
古

一膝
原
氏
Ｉ
主
ブ
待
ツ
ノ
制
拒
今
ロ
ニ
存
ス
ル

子

（沼
問
寸

一
よ
乱

・
古
一田
次
郎
“
だ
）

（
３
）

一
一
一
。　
一
！工

再
岐
帆
町
■
問

近
時
ノ
お
聞

（社
説
な
し
）

十汁
消
卜
円
会
（
Ｗ
ヱ
ス
可
ラ
ズ

性
任
省
ノ
止
占
耳
一成
ム

詫
地
方
を
去
止

ｔ
々
，
Ｌ
工
二
・
二
関
・
二

十五
。
一
一十
】
，
二
八
一
・
二
「れ
・
命
■
一
。
一円
ｏ　
一

（∪
。　
一　
一
一
・　
一
一二
・　
一
エハ
。
一
一一上
。
一
一エハ
・

一
下
ｒ

の

一

地
サ
■
詰
店

二
■
ク

（沼
‐ｌｉｌ
守

一
泣
説

・
古

木
Ｉ
十
記
）

内
開
ノ
近
干

上Ｈ
４ｍ
，一

英
円
政
党
／
女
な

門
十
ゲ

店
源

↑
し

の

一
二

一

加
何
セ
′ミ
爪
昨
′
信
用
ブ
夜
ス
ル
欺

（
２
）

十上柳
原
前
比
イ
ブ
■
別
宴

尚
■
米
刊
洲
白
ｒ
神
刊
戦
争
始
木

ふ
２
）
へ

束
…！，ｉて
地
方
向
枚
地
方
ノ
乱
決

井
上
☆
イ
／
支
那
有

ハ
岬
何
ナ
ル
Ｈ
的
ナ
ル

敗昨
仲
社
告

一村
に
父
苔
側
一は

紙
時
下
落
ノ
■

ハ
和
税
ノ
ｆ
収

二
同
ン

埼
玉
保
会

詫

■

及

ビ

花

市

一
２

）

而
二

中刊

フ

カ

■

玄

卜

来

ノ

「判
住
巾
ノ
形
一
勢
い＝

二
　
一
空ヽ

十

ン

ト
‐
ネ

（
２

】

！円

ｒЩ
ｔ
∵
ｔ

ノ
キ
よ
十
日

外
夜
政
略

（社
れ
な
し
）

財
政
三
掟

（
Ｇ
）

一
〇

・
一
一
・
一
二
・
一

・へ
ｏ　
十
一一
一

一共
上

ノ
営
≡町

（
竹

ン
ク
市
花
響

ｒ
に
ザ

カ
ラ

シ

】■ 1た 114
1 :々 ■t i岸

ノ 朱 /
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サ7  ヴr  りr  チ「

ll¶ IJLI Pq 二二

↑

月
　

日

）

ュ
ハ

・

一
二

（号
数
）

二

べ

五

一

一
九

〓

天

一
五

四

一　一一一一　
一　
一　一ｉＡ、十工
上Ｌ

八 八  八  八 八 八 八 八 八  八 八 八 八  八  八
―L と    t―    ―L――占―旨 メし ヽァ(   ン ( ラヽ ラ【 ン(   五 1   ヨこ

すと ノ＼

（社
　
　
説
　
　
柄
じ

ム
ロｊ
シ

十
円
会
取
性
者
詰
イ

（沼
問
守

一
減
詩

・
吉

田
次
郎
卒
記
）
一一２
）

一
七

訟
附
保
会
十
生
右
下

（
２
）
二
〇

正
限
ノ
粧
理

為
政
府
■
を
罪

（在
束
京
　
秋
出
い
■
民

進
山
れ
助
）

羽
Ｌ
ノ
田
同
会
市
腰
ノ
憲
ソ
解
ク

（
２
）
二

十（備
北
楠
革
法
投
祝
去

“
一拝
ノ
平
和

ハ
危
キ
ヨ
ト
操
卵
ノ
如
シ

化
化
よ
訴
ノ
煽
，
者

↑
卍
／

前
一般
作
理

ハ
禁
セ
ダ
シ
テ
禁
ジ
得
ラ
一
可
キ

者
ナ
ル
蚊

（
２
）
二

同
会
願
叫
者
ノ
衣
獄
及
ビ
愁
役

相
一場
流
行
ノ
原
円

（
２
，Ｔ
ハ

■
項
府
（
一清
酒
八
市
税
／
波
議

⌒一２
）
八

政
キ■
上
ノ
周
英

大
蔵
省
定
額
師
減

政
事
上
ノ
主
宇

ハ
誰
ソ

（肥
娠
確
〕
〓
こ

一
一一一

九
府
政
治
家
ノ
通
株
す
（一格
問
守

一
演
説

・
古
一

田
次
郎
神
記
）

頒
店
市
社
ノ
近
年

油
税
突
（
６
三

十
ｒ

一
人

・
二
●
言

工
七
・

清
廷
如
何

（
２
）
三
二

十
拡

ニ
キ
グ

営
業
ノ
危
比

（
Ｚ
）
工
■

市
ホ
保
ム
注
沖
夜
ビ
布
十汁

（
２
）
二
九

岐
↓お
上
ノ
■
作

（
２
）
の
〓
十

十
一止
卜
円
ｋ
ト
プ
紀
ス
ル
勿
レ

（
２
一
０

一

地
方
放
府
ノ
改
革

（
６
）
ｔ

ｏ
工
四
ｉ
〒
十

の
二
〇

・
一
二

朝
鮮
貿
力

（
２
，
五

サ
那
ノ
改
略

河
畑
腋
造
税
試
生

（
２
）

一
●

政
事
論
場
ヲ
以
ブ
帖
打
場
ト
ス
ル
勿
レ

財
注
ノ
平
等

教
育
ノ
平
等

人
号
ノ
平
等

京
都
府
会
ノ
試
集

（
２
）

一
七

外
債
【
保
ノ
説

時
事
ヲ
忠
ス

正
理
ノ
独
立

（
２
）
二
二

蛇
決
乱
資
ヲ
再
ま
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ

（沼
問
守

一
演
説

・
吉
日
次
郎
空
記
〕
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四
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６

≡

ｉ

ｎ
子

テ
悔

■

４

■
上

〇

二

・
円

・
七

・

一
一ハ
。　
一
■
Ｆ

ブ( ン( /( ′( ′( /( ′(
一 ―一 一 ―一 ――ハーー (∋
五 P 寧三 二 一 o 七

三
八
九
二

一
　

　

（社
　
　
↓乱
　
　
題
〕

一
枚
虹
迅
助
若
球
甲
ご
帰
ル

清
仏
二
四
ノ
衿
誰
〓
関
シ
ロ
本
／
ｒ
陥
如
何

（
３
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２
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■
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３
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２
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狂
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八
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Ｏ
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∩
Ｔ
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Ｔ
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２
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２
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①
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■
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Ｈ
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狂
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３
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４
）
二
七

じ
二
八

二
ｈ
れ

起
業
公
債
珠
兵
ノ
風
説

（
７
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・
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．
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２
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よ
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の
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は

河
脚
ュ

７
Ｆ
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？

メ

中
卜
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Ｆ

，
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０
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二
①
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０
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Ｒ
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Ｏ
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∞
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Ｏ
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Ｏ
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Ｆ
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０
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螢
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Ｐ
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Ｏ
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０
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の
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た
Ｌ
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る
だ

ろ
う
。

こ
の
よ
苫

は
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一
九

二

九
年

の

フ
ラ

ン

ス
語
肝
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よ

っ
て

い
る
が
、

こ
れ

は
、

マ
ン
ト
ウ
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身

が
料
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改
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て
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九

二
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年
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∽
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＞
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＆
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Ｈ
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。
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方
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で
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り
、
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に
は
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積
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大
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し
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は
、
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の
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う
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た
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４
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ｆ
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で
あ

Ｐ

た
。
し
か
し
、

こ
の

マ
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ウ
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て
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Ｈ
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ｋ

投
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は
古
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で
あ
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．
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ウ
は
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■
＋
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川
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■
場

ｉ
ｎ
ホ

ｒ
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ウ

マ
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と
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て
い
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。
し

か
―
一、
そ

中
「
ツ
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ン
ド
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が
十

八
世
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半
の
も
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か
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つ
に
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が
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う
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